
経済学演習α(白木三秀) 通年
政政・経演・国演

白木　三秀

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位２１７

　本演習では「21世紀の労働・仕事」に関する国際比較研究を行う。仕事・労働は人間社会
が続く限り、未来永劫に続く研究課題である。
　経済社会では現在、短期的のみならず中長期的にも様々な変化が起こっている。経済環境
の変動にともなって、労働市場、職業構造、キャリア、仕事内容、労働者意識などが変わ
る。またこれに応じる形で、企業内の人的資源管理、政府の労働政策も変化しつつあるが、
経済活動がグローバル化しているため、広い視野が必要とされている。本演習では、「現代
における労働の国際比較」に的を絞り、それを掘り下げて検討していきたい。
　企業訪問やディベートなども随時取り入れ、ゼミ生同士で切磋琢磨し、現実感覚や論理的
思考能力の涵養も行いたい。

第１回－第15回：テキストをグループで発表し、コメンテーターからコメントを受け、質疑

に答える。

第16回－第18回：他大学とのディベートを行う。

第19回－第30回：テキストの報告、コメント、質疑を行うとともに、４年生の卒論の報告、

質疑を行う。

　その都度、提示する。

　その都度、提示する。

　取得が望ましい科目：社会政策（白木担当）、労働経済学、統計学

労働に関する国際比較研究

経済学科
2012

　日本企業が国際展開を加速する中で、人材や労働がどのようになっていくのかについて、

個々人の見方や考え方をロジカル、かつデータに基づき述べられるようになることが、当面

のゼミ活動の到達目標である。
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